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特に注意していただきたいこと

安全のために必ずお守りください

●ここに示した事項は　　警告、　  注意に区分しています。

●イラスト（まんが）の横にあるマークは次のように表しています。

マーク 禁止

マーク 注意

この取扱説明書には本機を安全に正しくお使いいただくために、守っていただきたい事項が
表示されています。
表示内容をよくご理解いただき、本文をお読みください。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡、重傷を負う
可能性、または火災の可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う
可能性や物的損害の発生が想定される内容を示しています。

マーク 指示

ご
使
用
前
に



警告（WARNING）
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特に注意していただきたいこと つづき

ガソリン厳禁
●ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使
　用しないでください。
　火災の原因になります。

衣類の乾燥厳禁
●衣類などの乾燥には使用しないでください。
　衣類が落下して火がつき、火災の原因にな
　ります。

温風吹出口をふさがない
●衣類、紙などで温風吹出口や空気取入口を
　ふさがないでください。
　衣類、紙などでふさぐと、火災の原因にな
　ります。

給排気筒トップ閉そく危険
●給排気筒トップの周りが雪でふさがれたま
　まで使用しないでください。ふさがれてい
　るときは、除雪してください。
　閉そくしていると運転中に排ガスが室内に
　漏れて、危険です。

給排気筒（管、ホース）外れ危険
●給排気筒(管、ホース)が外れたまま使用し
　ないでください。
　外れていると運転中に排ガスが室内に漏れ
　て、危険です。

スプレー缶厳禁
●スプレー缶やカセットこんろ用ボンベなど  
　を、ストーブの上や前に（周囲に）放置し 
　ないでください。
　熱で缶の圧力が上がり、爆発して危険です。

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

ガソリン厳禁





注意（CAUTION）
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特に注意していただきたいこと つづき

高温部接触禁止
●燃焼中や消火直後は、高温部（温風吹出口
　など）、排気筒(給排気筒トップ）に手など
　ふれないでください。　
　やけどのおそれがあります。

指や異物を入れない
●温風吹出口や空気取入口などに指や異物を
　入れないでください。
　けがや火災のおそれがあります。

分解修理の禁止
●故障、破損したら、使用しないでください。
　不完全な修理は、危険です。

腰をかけたり物をのせない
●ストーブの上にのったり、腰をかけたりしな
　いでください。
　ストーブの故障ややけどのおそれがあります。
●ストーブの上に花びんや水を入れたものなど
　を置かないでください。
　水がかかると漏電や故障のおそれがあります。

給排気筒付近の可燃物近接禁止
●給排気筒トップの近くに、灯油や可燃物な
　ど引火のおそれのあるものを置かないでく
　ださい。
　火災のおそれがあります。

改造使用の禁止
●改造して使用しないでください。また、ス
　トーブや排気筒には床暖房用の熱交換器な
　どを取り付けないでください。
　火災や排ガスが室内に漏れる原因となり危
　険です。

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止



注意（CAUTION）
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安全のために必ずお守りください

マントルピース内据付け禁止
●マントルピース内には据付けないでください。
　ストーブが故障したり、火災の原因になり
　ます。

特殊な場所での使用禁止
●ストーブは居室の暖房用としてつくられたも
　のですので、乾燥室、温室、飼育室などでは絶
　対に使用しないでください。また、クリーニン
　グ店、美容院など化学薬品を使用する場所で
　は使用しないでください。
　化学薬品などの影響により異常燃焼や故障の
　原因になります。

高地注意
●標高1000m未満でご使用ください。
　標高1000m～1500mで使用する場合は調
　整が必要です。
　（詳しくは、工事説明書の  延長給排気方式・ 
　高地使用時の工事方法 を参照してください。）
　そのまま使用しますと、空気不足となり、異
　常燃焼の原因になります。
●標高1500m以上では使用できません。

電源コードを傷めない
●電源コードに無理な力を加えたり、物をの
　せたりしないでください。また、電源プラ
　グを抜くときは、コードを持って引き抜か
　ないでください。
　火災や感電の原因になります。

電源プラグは確実に差し込む
●電源プラグはコンセントに根元まで確実に
　差し込んでください。
　(また、傷んだプラグやゆるんだコンセント
　は使用しないでください。）
　火災の原因になります。
●ぬれた手での抜き差しはしないでください。
　感電の原因になります。

ご
使
用
前
に

指示

禁止

禁止

禁止

注意
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使用する場所

ストーブを安全に使用するためには、場所の選定が大切です。
場所の選定は「据付け場所の選定及び標準据付け例」の項をお読みください。（36～37ページ参照）

次の場所では使用しないでください。火災や予想しない事故の原因になります。

●冷たい外気に接する窓ぎわや壁側に据付けると、冷気が暖められて対流しますので効果的です。
●ストーブの前方に障害物があると、部屋の温度にむらができる原因になります。

●水平でない場所、不安定な場所
●不安定な物をのせた棚などの下
●可燃性ガスの発生する場所またはたまる場所
●付近に燃えやすいものがある場所
●階段、避難口などの付近で避難の支障となる場所
●マントルピース内
●温室、飼育室など人のいない場所

■効果的に使用するために

ご
使
用
前
に
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各部のなまえ つづき
■表示部・操作部
●●運転スイッチを「入」にすると表示部にオレンジ色のバックライト（照明）が点灯します。

自動/手動 設定切換 タイマー セーブ

午前
時刻合せ 午後

タイマー合せ 火力

設定室温

●点灯…セーブ運転中

●点滅…セーブ運転中に室温

　　　　が設定室温より2℃

　　　　上昇した場合

　　　　（消火中も点滅）

セーブランプ（グリーン）

表示…チャイルドロック「入」

（23ページ、チャイルドロック参照）

チャイルドロック表示

点灯…液晶表示部がタイマー時刻の設定を

　　　表示中

点滅…タイマー時刻の設定中

タイマー合せ表示

セーブ運転の開始及び解除

セーブボタン

自動・手動運転の切換え

自動・手動ボタン

午前・午後の表示

午前・午後表示

タイマーのセット及び解除

タイマーボタン

点灯…タイマー点火予約中

タイマーランプ（グリーン）

点灯…液晶表示部が現在時刻の設定を表示中

点滅…現在時刻の設定中

時刻合せ表示

●一度押すごとに下記に切換る

・運転スイッチ「切」の場合

「時刻合せ」を表示…時刻合せ

「タイマー合せ」を表示…タイマー時刻合せ

現在時刻を表示（時刻を設定

していないときは初期表示

を表示）

（時刻合せ、タイマー時刻合せ

に切換えて10秒以上操作を行

わないと現在時刻表示に戻る）

・運転スイッチ「入」の場合

「時刻合せ」を表示…時刻合せ

「タイマー合せ」を表示…タイマー時刻合せ

設定温度または火力と現在温

度を表示

（時刻合せ、タイマー時刻合せ

に切換えて10秒以上操作を行

わないと設定温度または火力

と現在温度表示に戻る）

設定切換ボタン



運転
入/切

高／強低／弱

時 分

現在室温

12

●点灯…運転中

●点滅…消火後再点火したとき

　（ストーブが冷えると点灯に変わる）

運転ランプ（レッド）

●室温を1℃づつ設定

　（自動運転）

●火力を調節

　（手動運転）

●時刻調節

　（時刻合せ、タイマー合せ）

温度・時刻設定ボタン

●初期表示　　　　の点滅(運転スイッチ切の場合)

　　・電源プラグをコンセントに差し込んだとき

　　・停電後、再通電したとき

　　・時刻設定していないとき

●運転スイッチ「入」

　　・自動運転…設定温度、現在温度表示

　　・手動運転…火力を　　　　　　　　で表示

　　　　　　　　現在温度表示

●時刻合せ、タイマー合せ…設定時刻を表示

●運転スイッチ「切」………時刻表示

●「タイマー合せ」表示……タイマーの設定時刻を表示

●チェックモード表示………ストーブが停止したとき

●何も表示しないとき

　　・停電中

　　・省電力表示中

液晶表示部

運転の開始及び消火

運転スイッチ

表示……手動運転中

火力表示

ご
使
用
前
に
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■使用上の注意
高温部に注意
●ストーブの温風吹出口は高温になりますので、やけどに注意して
　ください。
●特にお子さまをストーブに近づけないでください。
　保護ガード(関連部材)のご使用をおすすめします。
●給排気筒トップや排気管は高温です。やけどに注意してください。

温風に直接あたらない
●温風に直接長時間あたらないでください。
　低温やけどや脱水症状になるおそれがあります。特に体力のな
　い病人、乳幼児、お年寄りには、まわりの人が注意してあげて
　ください。

給排気筒トップ閉そく危険
●給排気筒トップの周りが雪でふさがれたままで使用しないでくだ
　さい。ふさがれているときは、除雪してください。
　閉そくしていると運転中に排ガスが室内に漏れて、危険です。

雷時の注意
●雷が接近したときは、電源プラグをコンセントから抜いてください。
　激しい雷の影響でストーブが故障するおそれがあります。

●シーズンオフのように長期間使用しないときは電源プラグを抜いてください。

●ストーブ前面付近は、温風が熱いので熱に弱いものを置いたり、敷いたりしないでください。
　変色や変形したりすることがあります。

●燃料を途中で切らしたり、送油バルブを閉じたまま燃焼しますと、消えるときに小爆発音を発
　することがあります。
　燃料を切らさないようにしてください。また、送油バルブが開いていることを確認の上点火し
　てください。

使
　
　
用
　
　
方
　
　
法

禁止

禁止

禁止
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使用方法 つづき

■時刻合せ

1 設定切換ボタンを押して、「時刻合せ」を
表示させる

●はじめて使用するときや停電後、表示が　　　  になっている場合には、時刻合せを行ってください。

2 温度・時刻設定ボタンの『▼』『▲』を押す
●ボタンを押しつづけると早送りになります。
●時刻設定中は「時刻合せ」が点滅します。10秒間操作がないと、
　運転スイッチが「切」の時は現在時刻表示に戻り、運転スイッチが
　「入」の時は設定温度または火力・現在温度表示に戻ります。

高／強低／弱

時 分

設定切換

タイマー時刻合せ

高／強低／弱

時 分

設定切換

停止中でも運転中でも合せることができます。

■タイマー運転

1 設定切換ボタンを押して、「タイマー合せ」
を表示させる

●おめざめ前の寒い朝などお好みの時刻に運転を開始します。

2 温度・時刻設定ボタンの『▼』『▲』を押す
●分は5分きざみで動きます。
●ボタンを押しつづけると早送りになります。
●タイマー時刻は一度セットすると記憶されますので、次からセット
　する必要はありません。
●停電があると記憶が解除されます。
　再セットしてください。
●タイマー時刻設定中は「タイマー合せ」が点滅します。10秒間操作がないと、運転スイッチが
　「切」の時は現在時刻表示に戻り、運転スイッチが「入」の時は設定温度または火力・現在温度
　表示に戻ります。

停止中でも運転中でも合せることができます。

運転
入/切

高／強低／弱

時 分自動/手動 設定切換 タイマー セーブ

現在室温設定室温

1,1 2,2
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使用方法 つづき

運転
入/切

高／強低／弱

時 分自動/手動 設定切換 タイマー セーブ

現在室温設定室温

1

ご注意

●時刻合せをしていないとタイマー運転はできません。先に時刻合せを行ってください。
　（19ページ参照)
●タイマー点火をする場合は、周囲に可燃物があったり、その他危険な状態のないことを確認して
　ください。
●おでかけのときはタイマー点火をしないでください。予想しない事故が発生するおそれがあります。
●停電したときや運転中にチェックモードを表示されたときは、タイマー運転は解除されます。

●タイマー時刻前に点火する場合は、再度タイマーボタンを押してください。（タイマーランプが消
　灯します。）
　省電力表示から点火する場合は、タイマーボタンを2回押してください。（1回目で液晶表示部が
　表示し、2回目でタイマーランプが消灯します。）

タイマー

運転
入/切

1 運転スイッチを再度押して、「切」にする
●タイマーランプが消灯します。
　省電力表示から運転スイッチを「切」にする場合
　液晶表示部に現在時刻が表示されます。

■タイマーセットの解除

お願い
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ご注意

●停電したときや運転中にチェックモードが表示されたときは、チャイルドロックは解除されます。

■チャイルドロック　●子供などによるイタズラを防止します。

チャイルドロックについて
お子様などによるいたずら操作の防止や、誤って運転スイッチを押しても点火しないようにしたい
ときに使用します。

1 温度・時刻設定ボタンの『▼』『▲』を
再度3秒以上同時に押す
●「　　」マークが消えます。

1 温度・時刻設定ボタンの『▼』『▲』を3秒
以上同時に押す
●「　　」マークが表示されます。
●運転スイッチを「切」にする以外のすべ
　ての操作ができません。

■チャイルドロックの解除

高／強低／弱

時 分

高／強低／弱

時 分

運転
入/切

高／強低／弱

時 分自動/手動 設定切換 タイマー セーブ

現在室温設定室温

1,1

使用方法 つづき
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その他の装置

日常の点検･手入れ

装置のなまえ
●作動の原因

処 置 の 方 法チェックモード

排気管や排気管抜け検知リード線を点
検し、確実に接続してから再点火操作
してください。

排気管抜け検知装置
●排気管接続部の外れ
●排気管抜け検知リード線が外れ
　たり断線したとき

■点検・手入れのときの注意

方　　　　　　　　法点検・手入れ項目時期

■点検・手入れの必要項目、時期、方法

●必ず運転スイッチを「切」にして、ストーブの運転を停止し、ストーブが冷えた状態で行
　ってください。

●給気ホース･排気管の接続箇所が外
　れていないか点検します。
●給気ホースが排気管にあたってい
　ないか点検します。

●室外の給排気筒トップが鳥の巣や
　ビニール袋などでふさがれていな
　いか点検します。

●ゴム製送油管や置台に油漏れ、油 
　のたまり、油のにじみがないか点
　検します。

●ストーブの上や周囲・給排気筒ト
　ップの周囲に可燃物、引火物がな
　いか点検します。

●排ガスのにおいや、目がチカチカ
　しないか点検します。排ガスが漏
　れていますと危険です。

●給排気筒トップが雪や氷でふさが
　れていないか点検します。ふさが
　れていると異常燃焼することがあ
　り危険です。

給気ホース

排気管

給排気筒トップ

油漏れ･油のたまり･

油のにじみ

周囲の可燃物・引火物

排ガスの漏れ

給排気筒トップ

使
　
　
　
用
　
　
　
ご
　
　
　
と

シ
ー
ズ
ン
は
じ
め
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故障･異常の見分け方と処置方法

次のような場合は故障ではありません。

原　　　　　　　　因現　　　　象

初めて使用するときやシーズン
始めに、煙やにおいが出る

「ピチピチ」や「カンカン」と
いう音がする

点火時に「ポン」という音がする

「カチン」という音がする

青炎の中に赤火が混じる

炎の一部が揺らぐ

「カチカチ」という音がする

耐熱塗料やほこりが焼けるためです。
異常ではありません。

本体内部の加熱・冷却時に出る金属の膨張・収縮音です。
異常ではありません。

着火音で、異常ではありません。

電磁弁の作動音で、異常ではありません。

異常ではありません。

異常ではありません。

電磁ポンプの運転音で、異常ではありません。

点
火
時
・
消
火
時

燃
焼
時

点
検
・
そ
の
他
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仕様

型 名

型 式 の 呼 び

種 類

点 火 方 式

使 用 燃 料

最 大

最 小

最 大

最 小

最 高

最 低

最 大

最 小

外 形 寸 法

質 量

電 源 電 圧 及 び 周 波 数

定 格 消 費 電 力

待 機 時 消 費 電 力

給排気筒の型式の呼び

給 排 気 筒 の 呼 び 径

給排気筒の壁貫通部の孔径

排 気 温 度

電 流 ヒ ュ ー ズ

安 全 装 置

そ の 他 の 装 置

付 属 品

BH-4741G

BH-4741G

ポット式、強制給排気形、強制対流形

電気点火

灯油（JIS1号灯油）

5.40kW（0.525L/h）

1.85kW（0.18L/h）

19,440kJ/h

6,670kJ/h

86.0％（最大燃焼時）

86.0％（最小燃焼時）

4.65kW

1.59kW

高さ600mm　幅490mm　奥行307mm（置台を含む）

19kg

100V　50/60Hz

最大（点火初期に短時間発生）　630/630W

点火時　335/335W　燃焼時　42/42W

0.5/0.5W

FWT-6W-1

D40

67～80mm

260℃以下

筒形20mm 10A

対震自動消火装置、停電安全装置、過熱防止装置、点火安全装置、燃焼制御装置、不完全燃焼防止装置

排気管抜け検知装置

壁固定金具（2）、延長用短管（1）、ゴム製送油管（1）、ワイヤーバンド小（2）、

ワイヤーバンド大（1）、給排気筒セット（1）、排気管断熱カバー（1）、ストッパー

リング（2）、4×25タッピンねじ（5）、取扱説明書（1）、工事説明書（1）、

特定保守製品説明書（1）、所有者票（1）、保護シール（1）

燃 料 消 費 量

発 熱 量

熱 効 率

暖 房 出 力
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点
検
・
そ
の
他
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型 名

型 式 の 呼 び

種 類

点 火 方 式

使 用 燃 料

最 大

最 小

最 大

最 小

最 高

最 低

最 大

最 小

外 形 寸 法

質 量

電 源 電 圧 及 び 周 波 数

定 格 消 費 電 力

待 機 時 消 費 電 力

給排気筒の型式の呼び

給 排 気 筒 の 呼 び 径

給排気筒の壁貫通部の孔径

排 気 温 度

電 流 ヒ ュ ー ズ

安 全 装 置

そ の 他 の 装 置

付 属 品

BH-3811G

BH-3811G

ポット式、強制給排気形、強制対流形

電気点火

灯油（JIS1号灯油）

4.41kW（0.429L/h）

1.85kW（0.18L/h）

15,890kJ/h

6,670kJ/h

86.0％（最大燃焼時）

86.0％（最小燃焼時）

3.80kW

1.59kW

高さ600mm　幅490mm　奥行307mm（置台を含む）

19kg

100V　50/60Hz

最大（点火初期に短時間発生）　630/630W

点火時　335/335W　燃焼時　41/41W

0.5/0.5W

FWT-6W-1

D40

67～80mm

260℃以下

筒形20mm 10A

対震自動消火装置、停電安全装置、過熱防止装置、点火安全装置、燃焼制御装置、不完全燃焼防止装置

排気管抜け検知装置

壁固定金具（2）、延長用短管（1）、ゴム製送油管（1）、ワイヤーバンド小（2）、

ワイヤーバンド大（1）、給排気筒セット（1）、排気管断熱カバー（1）、ストッパ

ーリング（2）、4×25タッピンねじ（5）、取扱説明書（1）、工事説明書（1）、  

特定保守製品説明書（1）、所有者票（1）、保護シール（1）

燃 料 消 費 量

発 熱 量

熱 効 率

暖 房 出 力













型 　 　 名

★ 製 造 番 号

保 証 期 間

★お買い上げ日 年　　　　　 月　　　　　 日

★お　客　様

★販　売　店

★印欄に記入のない場合は無効となりますので、必ずお確かめください。

ご住所

お名前

電話　　　　　　　　（　　　　  ）

住所・店名

電話　　　　　　　　（　　　　　）

様

印

No.

1　　年

〒752-8555　山口県下関市長府扇町2-1 （083）248-1111株式会社 長府製作所

長府ブリーズヒーター（石油暖房機）保証長府ブリーズヒーター（石油暖房機）保証書（書（販売店様控）販売店様控）

修理メモ

-販売店様へお願い--販売店様へお願い-
(1)本保証書（販売店様控）及び次のページの保証書（お客様控）の★印欄に必ず必要事項をご記入の上、
本保証書は切り取り線より切り取り保管し、次のページの保証書（お客様控）は本取扱説明書とと
もにお客様にお渡しください。
※カーボン紙を差し込んで次のページに複写してください。

(2)本保証書に記載したお客様の個人情報は、保証期間内のサービス活動及びその後の安全点検活動
のため以外には使用しないでください。

△
切
り
取
り
線
▽

BH-4741G / BH-3811G








